
壬
生
町
立

歴
史
民
俗

資
料
館

[

電
車]

JR 
宇
都
宮
線「
自
治
医
科
大
」
駅
下
車
、
タ
ク
シ
ー
約
15 
分

　
　
　

東
武
宇
都
宮
線
「
壬
生
」
駅
下
車
、
徒
歩
約
10 
分

[

車]

　
北
関
東
自
動
車
道
「
壬
生
I.C
」
か
ら
約
10 
分

　
　
　
「
都
賀
I.C
」
か
ら
約
10 
分

本
展
は
、
壬
生
藩
鳥
居
家
四
代
忠
燾
が
残
し
た

『
御
献
立
帳
』
を
中
心
に
、
記
録
に
残
さ
れ
た

天
下
人
の
献
立
を
紹
介
し
ま
す
。と
り
わ
け〝
歴

食
〞と
言
え
ば
、天
正
一
〇
（
一
五
八
二
）年
に

織
田
信
長
が
德
川
家
康
を
も
て
な
し
た
「
安
土

御
献
立
（
本
膳
料
理
）」
が
有
名
で
す
が
、
他
に

も
信
長
が
茶
人
を
も
て
な
し
た
「
懐
石
料
理
」、

降
嫁
に
際
し
皇
女
和
宮
を
も
て
な
し
た
「
精
進

料
理
」な
ど
、
饗
応
膳
と
称
す
る〝
饗
応
料
理
〞

が
あ
り
ま
す
。

県
下
に
残
る
記
録
と
し
て
は
、
日
光
参
詣
に
伴

い
壬
生
・
宇
都
宮
藩
主
が
四
代
将
軍
家
綱
を
も

て
な
し
た
「
饗
応
膳（
七
五
三
膳
）」、上
・
下
侍

塚
古
墳
の
発
掘
に
際
し
小
口
村（
旧
馬
頭
町
）の

名
主
が
水
戸
光
圀
を
も
て
な
し
た「
料
理
」の
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
日
常
食
」で
は

四
代
忠
燾
が
残
し
た
一
ヶ
月
間
の
『
献
立
帳
』

で
す
。
こ
の
史
料
は
食
し
た
料
理
の
摂
取
量
も

記
し
た
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
す
。さ
ら
に
、十

一
代
将
軍
家
斉
が
残
し
た
一
ヶ
年
に
及
ぶ
『
調

理
叢
書
』
は
歴
史
上
比
類
な
い
献
立
帳
で
す
。

奇
し
も
同
時
代
に
完
成
し
た
「
献
立
帳
」は
今

に
残
り
、天
下
人
の
日
常
食
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
『
献
立
帳
』

な
ど
に
も
登
場
し
、
壬
生
藩
を

代
表
す
る
特
産
物
〝
か
ん
ぴ
ょ

う
〞や〝
ご
ぼ
う
〞
に
ま
つ
わ
る

資
料
も
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

本
展
か
ら
、江
戸
の

食
文
化
に
触
れ
、

歴
史
ド
ラ
マ
へ
と

思
い
を
馳
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

◎
講
演
会

演
題　
「
献
立
か
ら
読
み
解
く
江
戸
時
代
の
食
」

講
師　

 

鎌
谷
か
お
る
（
立
命
館
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
准
教
授
） 　

日
時　
2
0
2
2
年
12
月
3
日（
土
）
午
後
2
時-

会
場　

 

壬
生
町
城
址
公
園
ホ
ー
ル
・
研
修
室

定
員　

80
名
（
先
着
順
）

参
加
無
料

◎
再
現
！
壬
生
御
献
立

会
場　

日
本
料
理 

篠
（
壬
生
町
壬
生
丁
2
0
3-

4

                                 　

℡
0
2
8
2-

8
2-

3
8
7
0
）

日
時　
2
0
2
2
年
11
月
27
日（
日
）
午
前
11
時-

講
師　

湯
川
晴
美
（
元
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
教
授
）

定
員　

10
名
（
先
着
順
）　

参
加
料　

5
0
0
円 

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

日
時　

2
0
2
2
年
11
月
6
日（
日
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
17
日（
土
）
午
後
2
時-

講
演
会
及
び
再
現
料
理
参
加
希
望
の
方
は

10
月
12
日（
水
）
よ
り
受
付
い
た
し
ま
す
の
で

電
話
0
2
8
2-

8
2-

8
5
4
4
ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
・
拡
散
防
止
の

た
め
、
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

﹇
関
連
企
画
﹈

〒
3
2
1-

0
2
2
5
　

栃
木
県
壬
生
町
本
丸
1-

8-

33

（
東
武
宇
都
宮
線
壬
生
駅
下
車
、

壬
生
城
址
公
園
内
）

℡
 0
2
8
2-

8
2-

8
5
4
4

1 

文
化
二
年
御
献
立
帳
　
岡
田
記
念
館

2
成
形
図
説
（
干
瓢
）﹇
巻
26
﹈　
国
立
公
文
書
館

3
成
形
図
説
（
牛
蒡
）﹇
巻
23
﹈　
国
立
公
文
書
館
　

4 

安
土
御
献
立
・
再
現
模
型
﹇
奥
村
彪
生
監
修
﹈

　 

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館

5
織
田
信
長
肖
像（
部
分
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
　
　

6 

徳
川
家
康
肖
像（
部
分
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
　

1

23

4

56

1

文
化
二
年　
　
　
　

壬
生
御
献
立
帳


